
○
　
謎
の
部
屋 

　
　
五
角
形
の
形
を
し
た
、
暗
い
部
屋
。 

　
　
そ
れ
ぞ
れ
の
辺
に
は
、
ド
ア
が
一
つ
ず
つ
付
い 

　
　
て
い
る
。 

男
性
の
声
「
レ
デ
ィ
ー
ス
ア
ン
ド
ジ
ェ
ン
ト
ル
メ
ン 

　
　
よ
う
こ
そ
お
集
ま
り
頂
き
ま
し
た
！
」 

　
　
部
屋
の
電
気
、
一
斉
に
点
く
。 

男
性
の
声
「
で
は
、
今
夜
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
に
参 

　
　
り
ま
し
ょ
う
。
今
夜
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
」 

　
　
部
屋
の
中
を
カ
ラ
フ
ル
な
光
が
照
ら
し
、
ド
ラ 

　
　
ム
ロ
ー
ル
が
な
り
始
め
る
。 

　
　
少
し
し
て
、
ド
ラ
ム
ロ
ー
ル
が
止
ま
り
、
部
屋 

　
　
の
電
気
は
一
斉
に
消
え
、 

男
性
の
声
「
ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
で
す
」 

　
　
部
屋
の
地
面
に
は
、
ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
テ
ィ
ン 

　
　
グ
と
い
う
文
字
が
投
影
さ
れ
る
。 

　
　
部
屋
の
電
気
、
再
び
点
い
て
明
る
く
な
る
。 

男
性
の
声
「
ル
ー
ル
は
簡
単
。
そ
れ
ぞ
れ
の
挑
戦
者 

　
　
が
扉
の
向
こ
う
に
あ
る
建
物
へ
侵
入
し
、
部
屋 

　
　
の
中
に
あ
る
宝
を
発
見
す
る
。
制
限
時
間
は
１ 

　
　
時
間
。
制
限
時
間
以
内
に
見
つ
け
た
宝
が
一
番 

　
　
少
な
い
者
が
、
今
夜
の
脱
落
者
に
。
脱
落
者
以 

　
　
外
に
は
、
獲
得
賞
金
を
一
千
万
円
プ
ラ
ス
さ
せ 

　
　
て
頂
き
ま
す
。
で
は
、
挑
戦
者
の
紹
介
で
す
」 

　
　
一
つ
の
ド
ア
、
ゆ
っ
く
り
と
開
く
。 

男
性
の
声
「
ま
ず
最
初
の
挑
戦
者
は
、
こ
い
つ
だ
」 

　
　
開
い
た
扉
か
ら
、
後
藤
大
智
（
２
８
）
、
入
っ 

　
　
て
来
る
。 

男
性
の
声
「
後
藤
大
智
、
２
８
歳
。
職
業
は
ト
レ
ー 

　
　
ナ
ー
」 

　
　
大
智
、
上
を
向
い
て
手
を
振
っ
て
い
る
。 

男
性
の
声
「
続
い
て
は
、
コ
イ
ツ
だ
」 

　
　
開
き
っ
ぱ
な
し
の
扉
か
ら
、
神
崎
夏
美
（
３
５
）
、 

　
　
入
っ
て
来
る
。 

男
性
の
声
「
神
崎
夏
美
、
３
５
歳
。
職
業
は
会
社
員
」 

　
　
夏
美
、
緊
張
し
た
様
子
で
入
っ
て
来
る
。 

男
性
の
声
「
続
い
て
は
、
こ
い
つ
」 

　
　
開
き
っ
ぱ
な
し
の
扉
か
ら
、
西
本
和
佳
子
（
５ 

　
　
７
）
、
入
っ
て
来
る
。 
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男
性
の
声
「
西
本
和
佳
子
、
５
７
歳
。
職
業
は
現
役 

　
　
の
ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
タ
ー
」 

　
　
和
佳
子
、
ク
ー
ル
な
雰
囲
気
で
入
っ
て
来
る
。 

男
性
の
声
「
最
後
は
、
コ
イ
ツ
だ
」 

　
　
開
き
っ
ぱ
な
し
の
扉
か
ら
、
山
村
雅
楽
（
１
７
）
、 

　
　
入
っ
て
来
る
。 

男
性
の
声
「
山
村
雅
楽
、
１
７
歳
。
職
業
は
学
生
、 

　
　
現
役
の
高
校
生
だ
」 

　
　
雅
楽
、
テ
ン
シ
ョ
ン
高
め
に
入
っ
て
来
る
。 

男
性
の
声
「
さ
ぁ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
扉
の
前
へ
」 

　
　
４
人
の
挑
戦
者
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
が
表
示
さ 

　
　
れ
た
扉
の
前
に
立
つ
。 

男
性
の
声
「
制
限
時
間
は
１
時
間
。
そ
れ
で
は
開
幕 

　
　
で
す
！
」 

　
　
部
屋
の
地
面
に
は
１
０
秒
の
タ
イ
マ
ー
が
表
示 

　
　
さ
れ
、
秒
数
が
減
り
始
め
る
。 

　
　
そ
れ
ぞ
れ
の
挑
戦
者
、
ド
ア
の
前
で
待
ち
構
え 

　
　
て
い
る
。 

男
性
の
声
「
５
、
４
、
３
、
２
、
１
」 

　
　
大
き
い
な
開
始
音
が
な
る
。 

男
性
の
声
「
ス
タ
ー
ト
！
」 

　
　
そ
れ
ぞ
れ
の
挑
戦
者
、
扉
の
中
に
入
る
。 

○
　
大
地
の
部
屋
（
夜
） 

　
　
大
智
、
入
っ
て
来
る
。 

　
　
目
の
前
に
は
、
電
気
の
点
い
て
い
な
い
ビ
ル
が 

　
　
あ
り
、
４
階
に
は
ジ
ム
が
あ
る
。 

○
　
夏
美
の
部
屋
（
夜
） 

　
　
夏
美
、
入
っ
て
来
る
。 

　
　
目
の
前
に
は
、
会
社
の
大
き
な
建
物
が
あ
る
。 

○
　
和
佳
子
の
部
屋 

　
　
和
佳
子
、
入
っ
て
来
る
。 

　
　
目
の
前
は
砂
漠
で
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
あ
る
。 

○
　
雅
楽
の
部
屋
（
夜
） 

　
　
雅
楽
、
入
っ
て
来
る
。 

　
　
目
の
前
に
は
、
高
校
の
校
舎
が
あ
る
。 

　
　
電
気
は
全
て
消
え
て
い
る
が
、
校
舎
の
中
で
は
、 

　
　
懐
中
電
灯
を
持
っ
た
警
備
員
が
数
人
歩
い
て
い 
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る
。 

　
　
雅
楽
、
校
舎
を
見
て
、 

雅
楽
「
高
校
？
」 

　
　
入
っ
て
来
た
扉
の
方
に
振
り
返
る
が
、
扉
は
自 

　
　
動
で
閉
ま
る
。 

　
　
雅
楽
、
校
舎
を
見
て
、
小
走
り
で
入
り
口
に
向 

　
　
か
っ
て
い
く
。 

○
　
同
・
校
舎
・
入
り
口
（
夜
） 

　
　
雅
楽
、
小
走
り
で
や
っ
て
来
て
、
扉
を
開
い
て 

　
　
中
に
入
る
。 

　
　
暗
い
廊
下
の
奥
か
ら
、
光
が
近
づ
い
て
来
る
の 

　
　
が
見
え
る
。 

　
　
雅
楽
、
急
い
で
靴
箱
の
影
に
隠
れ
、
息
を
殺
す
。 

　
　
廊
下
の
奥
か
ら
警
備
員
、
歩
い
て
来
る
。
開
い 

　
　
て
い
る
扉
に
気
づ
き
、
扉
の
方
に
向
か
う
。 

　
　
雅
楽
、
警
備
員
か
ら
見
え
な
い
よ
う
に
靴
箱
の 

　
　
周
り
を
這
い
な
が
ら
歩
く
が
、
靴
箱
の
靴
を
落 

　
　
と
し
て
し
ま
う
。 

　
　
警
備
員
、
雅
楽
が
い
る
方
を
見
る
が
、
雅
楽
に 

　
　
は
気
付
か
ず
、
扉
の
方
に
向
か
う
。 

　
　
雅
楽
、
そ
の
隙
に
廊
下
を
進
ん
で
行
く
。 

○
　
同
・
同
・
１
階
廊
下
（
夜
） 

　
　
雅
楽
、
周
り
を
気
に
し
な
が
ら
歩
い
て
い
る
。 

　
　
す
る
と
、
廊
下
の
先
に
、
宝
箱
が
あ
る
の
が
見 

　
　
え
る
。 

　
　
雅
楽
、
小
走
り
で
宝
箱
に
向
か
い
、
し
ゃ
が
み 

　
　
込
む
。
ゆ
っ
く
り
と
宝
箱
を
開
け
る
と
、
中
に 

　
　
は
特
殊
な
装
飾
が
な
さ
れ
た
『
１
』
と
書
か
れ 

　
　
た
紙
が
入
っ
て
い
る
。 

　
　
背
後
か
ら
、
足
音
が
近
づ
い
て
来
る
の
が
聞
こ 

　
　
え
る
。 

　
　
雅
楽
、
急
い
で
紙
を
手
に
取
り
、
階
段
の
方
へ 

　
　
向
か
う
。 

○
　
同
・
同
・
２
階
廊
下
（
夜
） 

　
　
雅
楽
、
階
段
を
登
っ
て
来
る
。 

　
　
廊
下
に
は
、
２
人
の
警
備
員
、
徘
徊
し
て
い
る
。 

　
　
雅
楽
の
目
の
前
に
は
職
員
室
が
見
え
、
ガ
ラ
ス 
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窓
か
ら
は
中
に
宝
箱
が
あ
る
の
が
見
え
る
。 

　
　
警
備
員
、
雅
楽
の
方
に
向
か
っ
て
来
る
。 

　
　
雅
楽
、
柱
の
裏
に
隠
れ
る
。 

　
　
警
備
員
、
ど
ん
ど
ん
と
近
づ
い
て
来
る
。 

　
　
雅
楽
、
片
方
の
靴
を
脱
ぎ
、
廊
下
の
逆
の
方
に 

　
　
投
げ
る
。 

　
　
警
備
員
、
靴
の
方
に
懐
中
電
灯
を
向
け
る
。 

　
　
雅
楽
、
そ
の
隙
に
職
員
室
の
中
に
入
る
。 

○
　
同
・
同
・
職
員
室
（
夜
） 

　
　
雅
楽
、
素
早
く
入
る
。
素
早
く
動
い
て
、
台
の 

　
　
上
に
置
か
れ
て
い
る
宝
箱
を
地
面
に
置
き
、
ゆ 

　
　
っ
く
り
と
箱
を
開
く
。 

　
　
中
に
は
先
ほ
ど
と
同
じ
紙
が
入
っ
て
い
る
。 

　
　
雅
楽
、
紙
を
手
に
取
る
。
し
ゃ
が
ん
だ
ま
ま
、 

　
　
職
員
室
内
を
見
渡
す
が
、
他
に
は
宝
箱
ら
し
き 

　
　
も
の
は
見
え
な
い
。
ガ
ラ
ス
窓
か
ら
外
を
見
る 

　
　
と
、
廊
下
に
は
警
備
員
、
徘
徊
し
て
い
る
。
た 

　
　
め
息
を
吐
き
、
再
び
室
内
を
見
る
と
、
壁
際
に 

　
　
コ
ピ
ー
機
が
あ
る
の
が
見
え
る
。 

○
　
謎
の
部
屋 

　
　
地
面
に
表
示
さ
れ
た
タ
イ
マ
ー
が
終
了
す
る
。 

　
　
雅
楽
の
部
屋
か
ら
、
雅
楽
、
大
量
の
紙
（
宝
） 

　
　
を
持
っ
て
入
っ
て
来
る
。 

　
　
す
る
と
、
他
の
部
屋
か
ら
数
個
の
宝
を
持
っ
た 

　
　
他
の
３
人
、
入
っ
て
来
る
。 

　
　
雅
楽
、
他
の
３
人
を
見
て
少
し
嬉
し
そ
う
。 

男
性
の
声
「
で
は
、
発
表
し
ま
す
。
今
夜
の
脱
落
者 

　
　
は…

…
…

山
村
雅
楽
さ
ん
で
す
」 

　
　
雅
楽
、
驚
い
た
表
情
を
見
せ
る
。 

雅
楽
「
何
で
？
　
何
で
俺
が
？
」 

男
性
の
声
「
雅
楽
さ
ん
の
お
宝
は
、
１
ポ
イ
ン
ト
の 

　
　
宝
が
２
６
３
品
。
夏
美
さ
ん
、
５
０
ポ
イ
ン
ト 

　
　
が
２
品
、
２
０
０
ポ
イ
ン
ト
が
１
品
。
大
智
さ 

　
　
ん
、
３
０
０
ポ
イ
ン
ト
が
３
点
。
和
佳
子
さ
ん
、 

　
　
２
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
が
１
点
。
よ
っ
て
、
今
夜 

　
　
の
脱
落
者
は
山
村
雅
楽
さ
ん
で
す
！
」 

雅
楽
「
う
わ
ー
！
」 

　
　
雅
楽
、
２
人
の
覆
面
男
に
連
れ
て
行
か
れ
る
。
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